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教 育 課 程 表 

令和８年度 学年別教育課程表 

教  科 科   目 
標 準 

単 位 数 

１年 ２年 ３年 

共通 工芸 美術 工芸 美術 

各

学

科

に

共

通

す

る

各

教

科

・ 

科

目 

国 語 

現 代 の 国 語 ２ ２     

言 語 文 化 ２ ２     

論 理 国 語 ４  ３ ３ ２ ２ 

地 理 歴 史 
地 理 総 合 ２  ２ ２   

歴 史 総 合 ２    ２ ２ 

公 民 公 共 ２ ２     

数 学 

数 学 Ⅰ ３ ３     

数 学 Ａ ２  ２ ２   

数 学 Ｃ ２    ２ ２ 

理 科 

化 学 基 礎 ２    ２ ２ 

生 物 基 礎 ２  ２ ２   

地 学 基 礎 ２    ２ ２ 

保 健 体 育 
体 育 ７～８ ２ ２ ２ ３ ３ 

保 健 ２ １ １ １   

芸 術 
美 術 Ⅰ ２ ２     

美 術 Ⅱ ２  ２ ２   

外 国 語 
英語コミュニケーションⅠ ３ ３     

英語コミュニケーションⅡ ４  ３ ３ ３ ３ 

家 庭 家 庭 基 礎 ２  ２ ２   

情 報 情 報 Ⅰ ２ ２     
主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て 
開
設
さ
れ
る
各
教
科 
・
科
目 

工 業 工 業 技 術 基 礎 ２～４ ４     

美 術 

美 術 概 論 ２～４   ２   

素 描 ２～６    ２ ２ 

絵 画 ２～４   ４   

芸 術 美 術 研 究 ４     ４ 

工 芸 

図 法 ・ 製 図 Ⅰ ２ ２     

図 法 ・ 製 図 Ⅱ ２  ２    

木 工 制 作 Ⅰ ４ ４     

木 工 制 作 Ⅱ ４  ４ ４   

工 芸 制 作 ４  ４    

課 題 研 究 ６    ４ ４ 

工 芸 研 究 ４    ４  

小 計 ２９ ２９ ２９ ２６ ２６ 

総 合 的 な 探 究 ０ ０ ０ ３ ３ 

ホ ー ム ル ー ム 活 動 １ １ １ １ １ 

合 計 ３０ ３０ ３０ ３０ ３０ 

 



期 月
○自己と他者／
・「贈り物」としてのノブレス・オブリージュ ・本文の読み取りを通じて自己の思いや考えを深める。

・相手を意識して書く ・自身を客観視し、認識を深める。
○コミュニケーションの手段／
・記号的メディアと物理的メディア ・情報の取捨選択と自己の認識を深める。

［前期中間考査］
○メディアの変容／ ノート提出
・消費されるスポーツ ・複数の文章を比較・分析しながら読み考えを深める。

・仮説を立てて検証する ・特定のテーマについて比較・分析する。
・複数の文章を読んで考えたことを書く。

○言語の探求／
・猫は後悔するか ・日本や世界の課題に興味を持ち考えを広げる。

〔前期期末考査〕
○政治と社会／  ノート提出
・多数決を疑う ・問いを立てて書く。

・「である」ことと「する」こと ・対比の役割を意識して本文を読み、筆者の主張
を的確につかむ。

○存在への問い
・日常に走る亀裂 ・関心をもったテーマに関連する文章や資料を 単元テスト

読み自分の考えや解釈を深めて意見文にまとめる

○歴史と時間／ ・日本や世界が抱える課題に関心を持ち、考えを
・日本文化の三つの時間 広げたり、深めたりする。

3学年教科名 国語 科目名 論理国語 学年

教材
教科書 論理国語 単位数 2

副教材
①意味と書き分けがわかる漢字Lab3500頻出語（浜島書店）
②新版六訂　カラー版　新国語便覧（第一学習社）
③論理国語学習課題ノート（大修館書店）

履修区分 共通

単元名 具体的な学習内容 考査等

学習の
目標

1　近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高める
2　ものの見方、感じ方、考え方を深め、国語の向上を図り人生を豊かにする態度を育てる。
3　国語に主体的に取り組む態度を養う。

学習の
進め方

1　グループワークなどを通じて他者との協働性を高める。
2　現代文を読んで、論理の展開、筆者の主張を的確に読み解く力を向上させる。
3　表現技法を理解、駆使しながら豊かに自己を表現できる能力を養う。

前期
目標

8

9

前

4

7

6

5

1

2

12

後

10

11

3

評価方法

評価の
観点

【知識・技能】
【思・判・表】

後期
目標

・定期考査・単元テストの成績、課題やノートの内容や提出状況、日常の授業への参加態度
等で評価します。
・国語科の観点別学習状況の評価の3観点に立ち総合的に評価します。

自分の考えを発展させながら、目的に応じた文章の読み取りが出来るか。
積極的に言語活動に取り組み、自己や社会に対する関心を持って学んでいるか。

30%
50%
20%

表現、理解のための音声、文法、表記、語句、語彙、漢字を身につけたか。

【主体的態度】



期 月
○オリエンテーション
○歴史の扉
○近代化と私たち ・結びつく世界

・レポート
・近代ヨーロッパ・アメリカ世界の成立

・明治維新と日本の立憲体制 ・中間考査
・ファイル提出

・帝国主義の展開とアジア

○国際秩序の変化や大衆化 ・第一次世界大戦と大衆社会 ・期末考査
と私たち ・ファイル提出

・戦後の国際秩序と日本の改革

〇グローバル化と私たち ・冷戦と世界経済

・グローバル化する世界
・ファイル提出

・現代の課題 ・レポート作成

・地理歴史科の観点別学習状況の評価の3観点を基本として評価します。

３学年

学習の
目標

1　社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせられるようになる。
2　課題を追究したり解決したりする活動を行う。
3　広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及
び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す

教科名 地理歴史 科目名 歴史総合 学年

教材
教科書 歴史総合　近代から現代へ　(山川出版) 単位数 2
副教材 歴史総合要点チェック　改訂版 履修区分 共通

考査等
※考査毎にワー
ク・ファイルを提
出します。

学習の
進め方

1　前期は教科書の元に第二次世界大戦以前を中心に、後期はそれ以降の歴史を中心に学
びます。

2　講義、史資料の読解（統計データ、新聞、原典資料、芸術作品等）、ディスカッショ
ン、プレゼンテーション、模擬活動、レポート作成などを授業内で行います。

3　定期考査や単元テストを通し、学習内容の理解を深めます。

・経済危機と第二次世界大戦

前

5

6

単元名 具体的な学習内容

4

9

7

8

評価の
観点

後期
目標

・定期考査・単元テストの成績、ワークやファイルの提出状況、レポートの内容、グルー
プワークへの取り組み方等で総合的に評価します。評価方法

40%

30%

主体的に学習
に取り組む態
度

・技能

歴史に関わる諸事象について、国家及び社会の形成者として、よりよい社会の実現を
視野に、課題を主体的に解決しようとしている。（テスト、提出物の内容等）

30%

思考・判断
・表現

知識

・技能

歴史的な事象に関する事象の意味や意義、特色や相互の関連を多面的・多角的に考察し、構
想、表現、議論ができるか。（テスト、レポート、提出物の内容等）

歴史的な事象について理解しているとともに、諸資料から様々な情報を適切かつ効果
的に調べまとめている。（テスト、レポートや提出物の内容等）

1

後

10

11

前期
目標

3

12

2
家庭学習期間



期 月
○オリエンテーション ・数学Aの学習について
１章：ベクトル ・ベクトル

・ベクトルの実数倍
・ベクトルの内積
・位置ベクトル
・空間のベクトル
・空間図形への応用 ・中間考査

２章：複素数平面 ・複素数平面

・複素数と平面図形

３章：式と曲線 ・２次曲線 ・期末考査
・２次曲線と直線

・コンピュータといろいろな曲線

４章：数学的な表現の工夫 ・パレート図

・行列による表現

・離散グラフによる表現 ・単元テスト

・定期考査、単元テスト、日常の授業への参加態度等で評価する。

40 ％

20 ％
40 ％

後

10

1

2

3

評価方
法

評価の
観点

【知識・技能】

【思考力・判断力・表現力】

【主体的に学習に取り組む態度】

基本的な概念や原理・法則を理解し、事象を数学的に表現・処理する技能を身に付けているか

数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力が身についているか

数学を活用しようとする態度、粘り強く柔軟に考えようとする態度がみについているか

学習の
進め方

1　前期は教科書の内容を中心に、ベクトル、複素数平面、２次曲線について学ぶ。
2　後期は教科書の内容を中心に、数学的な表現の工夫について学ぶ。
3　適宜課題を課し、学習習慣を確立しつつ理解を深める。

7

6

5

11

12

9

8

備考欄単元名 具体的な学習内容

後期
目標

4

前

前期
目標

共通
2

３学年

学習の
目標

1　ベクトル、平面上の曲線について理解し、基礎的な知識の習得する。
2　数学的な表現の工夫について理解し、事象を数学的に考察できるようにする。
3　数学のよさを認識し、それらを活用できるようにする。

副教材 新課程　基本と演習テーマ　数学C（数研出版）
最新　数学　C（数研出版） 単位数

学年

履修区分
教材

教科書
教科名 数学 科目名 数学C



期 月
第１編　物質の構成と ・混合物と純物質
化学結合 ・物質とその成分
○物質の構成

・物質の三態と熱運動
・小テスト

○物質の構成粒子 ・原子とその構造
・イオン ・中間考査
・元素の周期表 ・ノート、ファイ

○粒子の結合 ・イオン結合とイオンからなる物質 ル提出
・分子と共有結合
・共有結合結晶
・金属結合と金属

第２編　物質の変化 ・原子量、分子量、式量
○物質量と化学反応式 ・物質量

・溶液の濃度 ・期末考査
・ノート、ファイ
ル提出

○酸と塩基の反応 ・化学反応式と物質量 ・小テスト
・酸、塩基
・水の電離と水溶液のｐＨ
・中和反応 ・単元テスト
・塩 ・ノート、ファイ

○酸化還元反応 ・酸化と還元 ル提出

・酸化剤と還元剤

・金属の酸化還元反応
・酸化還元反応の利用 ・単元テスト

・定期考査、小テストの成績、プリントの取り組み状況、宿題の提出状況、レポート
　等の表現力、実験・観察レポートの内容で評価します。
・理科の観点別学習状況の評価の3観点を基本として評価します。

授業時の様子、提出物等の提出状況

3教科名 理科 科目名 化学基礎 学年

教材
教科書 新編　化学基礎 単位数 2

副教材 改訂版　リードLightノート　化学基礎 履修区分 共通

単元名 具体的な学習内容 考査等

学習の
目標

1　化学が人間生活に果たしている役割を理解する。
2　原子の構造及び電子配置と周期律の関係を理解する。
3　化学の基本的な概念や法則を理解する。

学習の
進め方

1　教科書を中心に、原子の構造や化学の基本概念や法則を習得します。
2　実験や観察を通して、科学的に考え、探究する力を身につけます。
3　プリントやレポートを通して自身の考えを表現する力を身につけます。

前期
目標

8

9

前

4

7

6

5

1

2

12

後

10

11

3

評価方法

評価の
観点

【知識・技能】
【思・判・表】

後期
目標

30%
30%
40%

定期考査、ノート、ファイル、レポートの状況、授業時の様子　など

【主体的態度】
定期考査、実験レポート、ファイルの状況



期 月
・地球の構造

・プレートの運動
・地震
・火山 ・小テスト

第２編　移り変わる地球 ・地層の形成 ・中間考査
・ノート、ファイ

・古生物の変遷と地球環境 ル提出

第３編　大気と海洋 ・地球の熱収支

・大気と海水の運動
・期末考査
・ノート、ファイ
ル提出

第４編 地球の環境 ・地球の環境と日本の自然環境 ・小テスト

・単元テスト
・ノート、ファイ

第５編 太陽系と宇宙 ・太陽系と太陽 ル提出

・宇宙の誕生
・単元テスト

・定期考査、小テストの成績、プリントの取り組み状況、宿題の提出状況、レポート
　等の表現力、実験・観察レポートの内容で評価します。
・理科の観点別学習状況の評価の3観点を基本として評価します。

授業時の様子、提出物等の提出状況

30%
30%
40%

定期考査、単元テスト、ノート、ファイル、レポートの状況　など

【主体的態度】

評価方法

評価の
観点

【知識・技能】
【思・判・表】

後期
目標

1

2

12

後

10

11

3

前期
目標

8

9

前

4

7

6

5

共通

単元名 具体的な学習内容 考査等

学習の
目標

1　宇宙の誕生から現在の地球に至るまでを時間的・空間的な広がりの中でとらえる。
2　観察・実験を通して，地学的に探究する能力と態度を身につける。
3　地学の基本的な概念や原理・法則を理解し、地学的な見方や考え方を養う。

学習の
進め方

1　教科書を中心に、地学についての基本的な原理や法則を理解します。
2　実験や観察を通して、科学的に考え、探究する力を身につけます。
3　プリントやレポートを通して自身の考えを表現する力を身につけます。

第１編 活動する地球

定期考査、単元テスト、実験レポート、ファイルの状況

3教科名 理科 科目名 地学基礎 学年

教材
教科書 高等学校　地学基礎 単位数 2

副教材 新課程　リードLightノート　地学基礎 履修区分



期 月
○オリエンテーション
○新体力テスト ・自己の体力に気付き、向上させていく。 ・新体力テストの実施
○体つくり運動 ・体力トレーニングについて
○新体力テスト ・手軽な運動、実生活に生かす運動
○体育理論　→　安全の確保について ・マット運動の基本技能の習得 ・技能テストの実施
○器械運動 〈能力に応じて技を選択し、連続技を組み立てる）
○体つくり運動
○体育理論　→ ・文化的特徴や発展について

○ダンス ・現代的なリズムのダンス

○ニュースポーツ ・モルック

○ダンス ・現代的なリズムのダンス

○ニュースポーツ ・ボッチャ

○ダンス ・発表会の実施
○体育理論 ・生涯スポーツについて

ミニバレーボール・バレーボール（ネット型） ・技能テストの実施
○球技 （ル－ルの理解、個人技能の習得を目座す）

・バスケットボール ・技能テストの実施
○球技 （ルールの理解、個人技能の習得を目指す）

○体育理論 ・生涯スポーツの見方・考え方（体育祭）

○スキー ・ゲレンデスキーの滑走法を理解し、習得します。

40 ％
40 ％
20 ％

・応用的な運動領域に触れ、継続的な技能の向上を目指す。

評価の
観点

【知識・技能】 ・運動の合理的、計画的な実践を通して技術だけでなくルール等を身につけているか。

【思・判・表】 ・課題を発見し、解決の仕方や気付いたことについて自己や仲間の考えたことを他者に伝えたりしているか。

【主体的態度】 ・公正に取り組み、仲間と協力したり、関わろうとしているか。

評価方法
・技能テストだけでなく、授業に取り組む姿勢や、公正、協力、責任などの態度、ワーク
シートの提出状況等を総合的に評価します。

後期
目標

・自分の意見や他者の意見を伝えたり理解し、課題解決を目指す。
・体力の構成要素である行動力と生存力の保持増進を目指す。

前期
目標

・運動の合理化や課題解決能力を身につける。
・仲間と協力して行うことや表現することを目指す。
・健康・安全に留意させ、自己防衛力や危機管理能力を向上させる。

後

10

11

12

1

2

3

単元名 具体的な学習内容 考査等

前

4

5

6

7

8

9

学習の
目標

1　体育活動をとおして運動の楽しさや喜びを味わい、技術向上を目指す。
2　作戦や戦略を組み立て、課題を発見し、解決に向けて考えたり判断したことを他者に伝える力を養う。
3　公正に取り組み、互いに協力しながら健康・安全を確保し、運動に親しむ態度を養う。

学習の
進め方

1　応用的な運動領域に触れ、課題解決能力を身につけます。
2　班活動による集団学習を通して参画、公正、協力、責任の態度を養います。
3　学習した内容をワークシート等で振り返り、理解を深めます。

教材
教科書 現代高等保健体育 単位数 3

副教材 ステップアップ高校スポーツ 履修区分 共通

３学年教科名 保健体育 科目名 体育 学年



期 月

話し合い・意見の交換ができ、情報や考え等を簡潔に表現することができる。
積極的な態度で言語活動に参加し，英語力の向上に努めている。

評価の
観点

【知識・技能】

評価方法

前期
目標

・目標から逆算し、自身の学習方法を計画的に継続する。
・音読活動を通じて、長めの文章（CEFR B1レベル）の読解力、スピードを身につける。
・Topicに対する自分の意見、一般論を分けて話すことができる。

知識を理解し、身に付けるとともに、聞いたり読んだりして理解している。 30%
【思・判・表】 30%
【主体的態度】 40%

後期
目標

・目標から逆算し、自身の学習方法を計画的に継続する。
・音読活動を通じて、長めの文章（CEFR B1レベル）の読解力、スピードを身につける。
・Topicに対する自分の意見、一般論を分けて話すことができる。

シェアリングエコノミーのメリットとデメリット
について考える。

資源としての砂不足の現実を知る。砂はコンク
リート等の主要な原料であることや、砂マフィア
などの砂事情について考える。

・授業への積極的参加や態度、定期考査・各種テスト、ファイルやプリントの提出状況等を総合的に評価しま
す。協力してペアワークやグループワークに臨みましょう。
・英語科の観点別学習状況の評価を基本として評価します。

4

5

6

7

8

異なる２つの意見(流ちょうな英語か各
国独自の英語か)について考える。

多くのものに取り入れられているユニ
バーサルデザインについて考える。

スマホゲームアプリ開発者・若宮正子さ
んについて読み、年齢に関係なく挑戦す
ることについて考える。

章末テスト②

音読②

Lesson 2

Is Seeing Believing?

Lesson 3

Do You Get Enough Sleep?

音読①
章末テスト①

日本と世界のだまし絵アートの紹介や、
だまし絵アートを利用した取組について
考える。

 睡眠負債について学び、よい睡眠をと
る秘訣や睡眠関連商品について考える。

３学年教科名 外国語 科目名 英語コミュニケーションⅡ 学年

教材
教科書 Big Dipper English Communication Ⅱ（数研出版） 単位数 3

副教材
①キクタンリーディング[Basic]4000
②Vision Quest English Grammar 47 WORKBOOK 履修区分 共通

備考欄

学習の
目標

1　英語による指示・説明の概要を理解できる。また、自ら意見を述べることができる。
2　より専門的な英文の読解と要約を通じて得た知識を元に、英語で議論することができる。
3　社会問題などのテーマに対する他者の意見に対して、同意や反対の意志を詳細に表せる。

学習の
進め方

1　場面や状況に応じた適切な英語表現を使用する。
2　グループワークによる意見交流を行い、テーマに対する議論を行う。
3　初見の英文の継続的な読解を通じて、発音や流暢さに焦点をおいた音読活動をする。

具体的な学習内容単元名

Lesson 5

Universal Design: Convenient for All

Lesson 6

Wakamiya Masako: The World's Oldest

Game App Developer

後

10

11

12

1

2

3

9

前
Lesson 4

Do You Want to Speak English like a

Native Speaker?

Lesson1

Why Don't You Come to School in

Pajamas?

「パジャマデー」等の楽しい学校行事に
ついて読み、行事の目的について考え
る。

単語テスト①

音読③

ワーク提出

ワークテスト

音読④

Lesson 8

The Wisdom of Preserving Food

Lesson 9

The Sharing Economy: Something for

Everyone

Lesson 10

Sand and Concrete: A Basis of Our

Life

食品の保存方法について読み、先人の知恵や、現
代の食品保存技術の発展がフードロス削減にもつ
ながることについて考える。

Lesson 7

Learning from Nature

電化製品の部品の開発者の体験を読み、
生物の体の仕組みを模倣して開発されて
いるものについて考える。



期 月
・オリエンテーション
・基礎のおさらい

静物デッサン①

静物デッサン②

静物デッサン③

静物デッサン④

クロッキー
静物デッサン⑤

静物デッサン⑥

・学習方法と評価の確認
・制作時の諸注意

・様々な形体・構造の把握について（かたちの取り
方）
・様々な表現技法について（鉛筆・練りゴムのタッチ、
素材感、質感など）
・対象への観察について
・構図、サイズ感など
・明暗について
・制作時間の使い方、進め方

・明暗について
・構成の仕方について
・描線について
・空間について
・量感について

・学習の見通しを持ちま
す。
　
・鉛筆の削り方や持ち方、
練りゴムの使い方など、
デッサンの基礎を再確認し
ます。
また、表現の幅広さを学び
ます。

・基本的な道具について
は、はじめは学校で用意し
たものを使用し、必要に応
じて各自で追加していきま
す。

・デッサンの基本姿勢を身
に付けます。

・アウトラインだけで描かな
いよう注意し、物体と空間
の間の処理について学び
ます。

・質感の描き分け方を学び
ます。

・奥行きや立体感を捉え、
遠近に留意し空間を捉え
る力を養います。

・デッサンのみならず、ス
ケッチやクロッキーなど鉛
筆を用いた多様な表現方
法に触れ、それぞれの違
いについて学びます。

・鉛筆の動かし方等応用
的な表現技術を身に付け
ていきます。

3

2　美術に関する専門的な知識技能を総合的に働かせ、創造的な思考力・判断力・表現力を育成する。

3  自他の作品を鑑賞することで多様な視点から感性を磨き、表現の相違や共通性などを考察し、美術
文化の発展と創造に寄与する態度、理解を育てる。

単元名 具体的な学習内容 考査等

学習の
目標

1 対象のイメージや空間を把握し、造形表現の基礎となる観察力と思考力、描写力を高める。

学習の
進め方

１　造形表現の基礎である素描を行うことで、観察力や表現の技術を身に付ける。
２　様々な素材のモチーフを描き、形態の把握の仕方や陰影の付け方などを学ぶ。
３　作品を鑑賞し、描き方、良さを感じ取り、表現の工夫に生かす。

教科名 美術 科目名 素描(工芸コース) 学年

教材
教科書 なし 単位数 2

副教材 なし 履修区分 工芸選択

前期
目標

8

9

前

4

7

6

5

1

2

12

後

10

11

3

評価方法

評価の
観点

【知識・技能】

【思・判・表】

後期
目標

授業中の取り組みの様子、作品、提出物をもとに総合的に評価する。

対象物をよく見てとらえ、創造的な表現の構想・構成を練ることができるか。
作品や対象物を見て良さや美しさを感じ取り、作品や言葉で表現し理解することが
できるか。

明確な目的を持ち、主体的に表現や鑑賞の学習に積極的に取り組むことができる
か。

40%

30%

30%

デッサンの基礎的・基本的な表現技能を身に付け主題に合った表現方法を創造的に
表すことができたか。

【主体的態度】



期 月

【思・判・表】

【主体的態度】

デッサンの基礎的・基本的な表現技能を身に付け主題に合った表現方法を創
造的に表すことができたか。

対象物をよく見てとらえ、創造的な表現の構想・構成を練ることができるか。

明確な目的を持ち、主体的に表現や鑑賞の学習に積極的に取り組むことがで
きるか。

【知識・技能】

・1年間のまとめ

・様々な形態の把握方法
・様々な表現方法について
・形態の把握について
・空間表現について
・素材感について
・量感について
・構図について

・組モチーフによる静物デッ
サン１

・石膏木炭デッサン

40%

30%

評価
方法

授業中の取り組みの様子と課題の提出、技術力等により総合的に評価する。

3

11

9

前

後期
目標

30%

評価の
観点

12
・組モチーフによる静物デッ
サン２

後

10
・質感の描き分け方を学びま
す。

・奥行きや立体感を捉え、遠
近に留意し空間を捉える力を
養います。

・美大受験に必要な資質と能
力を磨き上げます。

前期
目標

1

2

8
構想デッサン

7

・クロッキー
・工業製品

5

4
・オリエンテーション

・素描について

・年間計画と評価について

・様々な形態の把握方法
・様々な表現方法について
・形態の把握について
・空間表現について
・量感について
・構図について
・木炭について

・学習の見通しを持ちます。
・基本的な道具については、はじ
めは学校で用意したものを使用
し、必要に応じて各自で追加して
いきます。
・デッサンの基本姿勢を身に付け
ます。
・アウトラインだけで描かないよ
う注意し、物体と空間の間の処理
について学びます。
・質感の描き分け方を学びます。
・奥行きや立体感を捉え、遠近に
留意し空間を捉える力を養いま
す。
・デッサンのみならず、クロッ
キーなど鉛筆を用いた多様な表現
方法に触れ、それぞれの違いにつ
いて学びます。
・多様な主題に適応できる力を身
に着けます。

6

副教材 なし 履修区分 美術選択

単元名 具体的な学習内容 備考欄

学習の
目標

1 対象のイメージや空間を把握し、造形表現の基礎となる観察力と思考力、描写力を
高める。

2　美術に関する専門的な知識技能を総合的に働かせ、創造的な思考力・判断力・表現力を育成す
る

3  自他の作品を鑑賞することで多様な視点から感性を磨き、表現の相違や共通性などを考察し、
美術文化の発展と創造に寄与する態度、理解を育てる。

学習の
進め方

1　造形表現の基礎であるデッサンを繰り返し行い、技術を身に付ける。

2　様々な素材を組み合わせたモチーフをイメージの違いや空間をとらえながら描くことで、表現
の方法を学び追及する。

3　作品を鑑賞し、描き方、良さを感じ取り、表現の工夫に生かす。

教科名 美術 科目名 素描(美術コース） 学年 3学年

教材
教科書 なし 単位数 2



期 月

適切な主題を設定し、実現に向けた構想をねることができたか。

○オリエンテーション
○構想

○習作の制作

○中間発表①(習作）
○本制作
○本制作

○本制作

○本制作

・１年間の活動について

・レポートについて

・資料収集、モチーフ取材

・表現の学習

・様々な画材の特徴について学ぶ

・主題設定、技法の検討

・習作(実寸サイズの紙または小パネル

に制作)

・習作を発表・鑑賞

・キャンバス組み立て

・下描き

・下地づくり

・彩色

・ワークシートを活用し、今後の見通

しを立てる。

・資料はインターネットや出版物ば
かりに頼るのではなく、できるだけ
自分の力で集めること。
・自分の表現に適した画材や技法
を選択する。
・習作でしっかり主題や技法を練る
こと。
・キャンバスの組み立て、キャンバス
張りは一人で行わずお互い協力し
て行うこと。水張りも同様。

・主題・制作の振り返りと今後の見
通しについて計画する。

40%

30%

・レポートについて
・再検討
・修正
・細部描込み
・微調整
・額つけ
・レポート提出
・卒業制作発表準備
・まとめ

・制作の途中経過や今後の制作に
ついて発表、及び鑑賞を行う。

・必要な場合は額を制作する。

・卒業制作発表及び鑑賞。
・１年間の制作を振り返る。

○本制作

○中間発表②(本制作)
○本制作

○仕上げ
○卒業制作発表準備

○卒業制作発表

30%

技法や画材の特性を理解し、設定した課題に効果的な表現ができた
か。

【主体的態度】
自己の制作に向き合い、計画的に取り組むことができたか。自他の
表現の意図や工夫を感じ取り、味わうことができたか。

評価方法

評価の
観点

【知識・技能】

【思・判・表】

後期
目標

プリント提出状況、課題に対する創造力、技術力、授業への意欲・態度、計画性、発表
内容等により総合的に評価します。

1

2

12

後

10

11

3

前期
目標

8

9

前

4

7

6

5

単元名 具体的な学習内容 備考欄

学習の
目標

1　様々な表現や技法について学び、独自の表現力を身につける。
2　絵画の制作活動や鑑賞を通して、自己の視点と他者の視点を比較し、感性を高める。
3　レポート作成をとおして自己の在り方生き方を見つめ、豊かな心情を育てる。

学習の
進め方

1　Ｆ１００号程度の絵画を制作し、自己の表現について考え、主題を設定します。
2　名作や自他の作品を鑑賞し、表現の特質、お互いの良さについて学びます。
3　レポートを作成し、自身の制作を振り返り、自己の表現について発表します。

教材
教科書 なし 単位数 4

副教材 なし 履修区分 美術選択

3学年教科名 芸術（美術） 科目名 美術研究 学年



期 月
オリエンテーション ・１年間の課題の進め方 ・制作課題をどのような手段で
課題設定と制作計画 ・制作に向けた課題理解 　達成するかを考える。

・制作に向けた計画 ・面談、制作の段取りを把握する。
・構想を練る ・アイディアスケッチの制作

・試作、習作の制作

・試作、習作の提出

本制作開始 ・本制作 ・これまでの制作過程をまとめる。

本制作

制作進度の確認 ・進め方の再検討 ・自らの制作過程を振り返り
　進め方を再検討する。

本制作 ・教科担当者と面談し、制作の
　進度状況把握と制作計画の
　調整を行う。

本制作 ・作品完成に向けた調整、修正

作品の完成
・撮影

制作のまとめ、資料の整理 ・自らの制作をふりかえることで
　成果を確認する。
・他者との学びを共有する。

卒業制作発表 ・研究結果の発表 ・清掃

制作課題に対しての技法、表現を深めていけたか。

制作課題の計画をもとに、主体的に制作を進めることができたか。【主体的態度】

【知識・技能】

評価の
観点

評価方法

後

10

4

前

前期
目標

早期に制作に入るよう、心がけよう。
見通しを持った制作を心がけ、自ら取り組める作業量を見極められるようにしよう。

後期
目標

他者と協同して作業進度の遅れが出ぬよう、前倒しで制作を進めよう。
制作をとおして学んだことや身につけたことなどをまとめ、発表時に伝えられるようにしよ
う。

1

2

3

【思考・判断・表現】

評価の観点をもとに計画の進め方、制作、レポートから経過ごとに総合的に行う。

制作課題を自らの意図と繋がるように制作を考えていくことができたか。
他者の取り組みや制作物を鑑賞し、自らの制作意識を高めることができたか。

４０％

３０％

３０％

2　これまでに学んだ知識や技術、過去の作品や資料を活用し、自らの作品をより高める工夫をします。

3　発表や鑑賞をとおし、制作への知識や理解を深めます。

7

6

5

11

12

9

8

備考欄単元名 具体的な学習内容

共通
4
3

学習の
目標

1　美術・工芸科目を通して学んだ技術を応用し、創造的に発展させた作品制作の力を育てます。

2　設定された課題をもとに、自ら考え解決していく力を培います。

3　制作の過程を通し、造形的視野を広めるとともに、感性を磨き、豊かな人間性を養います。

副教材 なし
なし 単位数

学年

履修区分
教材

教科書
教科名 工芸 科目名 課題研究

学習の
進め方

1　１年間の制作計画を立てます。設定された課題をもとに、課題解決のための方法や工夫を考えます。



期 月
オリエンテーション ・１年間の課題の進め方。制作の記録。
テーマの設定 ・テーマの設定と計画

・構想、設計

制作 ・縮尺模型、プロトタイプ
・図面
・プレゼンテーションの準備
・プレゼンテーション、再検討

中間発表 ・テーマと制作についての発表

・実制作

制作進度の確認 ・進め方の再検討

・レポート作成について

１年間のまとめ ・作品の完成と提出

資料の整理 ・研究のまとめの制作と提出 ・他者と学びを共有する
卒業制作発表 ・キャプションの制作と提出

【思考・判断・表現】 ３０％

【主体的に学ぶ態度】 ３０％

テーマに対しての技法の習得、表現を深め、形にすることができたか。
制作の手順や方法を考えていくことができたか。

自ら設定したテーマに対しての技法、表現を深め、形にすることができたか。

自らの制作に意欲的に取り組むことができたか。
他者の取り組みや制作物を通し、自らの制作意識を高めることができたか。

評価の
観点

評価の観点をもとに計画の進め方、制作、制作資料から経過ごとに総合的に行う。

後期
目標

1

2

【知識・技能】

前期
目標

8

9

前

4

7

6

5

12
後

10

11

3

評価方法

・自らの制作過程を振り返り進め
方を再検討する

・自らの制作をまとめることで成
果を確認する

4０％

・試作を通して自らテーマ設定
し、自身の制作計画を立てる。

単元名 具体的な学習内容 考査等

学習の
目標

1　学んだ知識を総合的に応用、発展的な技術の取得、創造的な作品の制作を目標とします。
2　制作の過程をとおして、造形的視野を広めるとともに、感性を磨き豊かな人間性の形成を目指します。
3　選択教科として密度のある専門性を高めた作品の制作を目指します。

学習の
進め方

1　１年間の制作計画を立てます。題材は個々が設定し、構想と基本的な設計を相談しながら進めていきます。
2　過去に制作された作品や書籍などの資料を活用し、自らの作品をより高める工夫をしていきます。
3　これまでの選択科目で学んだ知識や技術を積極的に作品に取り入れていきます。

3教科名 工芸 科目名 工芸研究 学年

教材
教科書 なし 単位数 4

履修区分 工芸

・加工に必要な機械の知識・
技術の試験を行う。

木取り

製材

仕上げ



期 月
オリエンテーション ・１年間の学習の進め方 ・制作課題をどのような手段で
●課題設定と制作計画 ・制作に向けた課題理解・計画 　達成するかを考える。

・研究テーマの設定 ・面談、制作の段取りを把握する。
●構想を練る ・アイディアスケッチの制作
●意見交流 ・試作、習作の制作 ・自らのアイディアを振り返り
●本制作開始 ・意見交流を踏まえて本制作開始　進め方を再検討する。
●本制作 ・本制作

・これまでの制作・研究内容を
●発表・まとめ ・発表・まとめ 　まとめる。
○レポート作成について ・レポート作成に向けた内容の理解

○レポート作成 ・レポートの制作開始 ・レポートの内容、フォーマット
　について

○レポート作成 ・制作過程についての整理

○中間発表に向けて ・進め方の再検討 ・自らの制作過程を振り返り
○中間発表 ・研究テーマと進捗状況について　進め方を再検討する。

・卒制委員会の立ち上げ
○レポート作成 ・制作過程についての整理

○レポート作成 ・研究結果のまとめ ・自らの制作をふりかえることで
○発表内容等の入力 ・発表内容や方法の確認 　成果を確認する。

○制作のまとめ、整理 ・レポート内容の整理・提出

卒業制作発表 ・研究結果の発表 ・他者との学びを共有する。

課題解決のために必要な知識や技能を身につけることができたか。

主体的に課題に取り組み、自他の工夫や良さを理解することができたか。

共通
3
3

学習の
目標

1　探究の過程において，課題の設定と解決に必要な知識及び技能を育てます。

2　社会や生活との関わりから，課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・表現する力を培います。

3　探究に主体的・協働的に取り組むとともに，よりよい社会を実現しようとする態度を養います。

副教材 なし
なし 単位数

学年

履修区分
教材

教科書
教科名 科目名 総合的な探究の時間

学習の
進め方

1　設定した課題をもとに、課題解決のために必要な知識や技能を身につけます。

2　制作過程での発見や意見交流、集めた資料を活用し、研究成果をまとめます。

3　制作や発表、鑑賞活動をとおし、制作への知識や理解を深め、互いの良さを認め合う心を養います。

7

6

5

11

12

9

8

備考欄単元名 具体的な学習内容

【主体的態度】

【知識・技能】
評価の
観点

評価方法

後

10

4

前

前期
目標

早期に制作物の決定、製材・加工に入るよう、心がけよう。
見通しを持った制作を心がけ、自ら取り組める作業量を見極められるようにしよう。

後期
目標

他者と協同して作業進度の遅れが出ぬよう、前倒しで制作を進めよう。
制作をとおして学んだことや身につけたことなどをまとめ、発表時に伝えられるようにしよ
う。

1

2

3

【思考・判断・表現】

評価の観点をもとに計画の進め方、制作、レポートから経過ごとに総合的に行う。
※評価は文章表記で行う。

制作過程での発見や意見交流、集めた資料を活用し、研究成果をまとめることができたか。


